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　11 月７日、下赤阪の棚田と村立中学校で「金剛山の里　棚田夢灯り＆収穫祭 2015」が開催され、約４千人
の人が訪れました。中学生や地域のボランティアなどによって並べられた約３千本の灯ろうにより、下赤阪の棚
田はやわらかな光に彩られました。
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千早赤阪村役場 ……☎� 0081

小吹台連絡所   ……☎� 7600

防災行政無線テレホンガイド

　　　　　　　……☎� 1388

くすのきホール（教育委員会事務局）

・教育課 ……………☎� 1300

村立郷土資料館……☎� 1588

B ＆ G 海洋センター …☎� 7183

学校給食センター ……☎� 1112

いきいきサロン

・やまゆり …………☎� 7005

・くすのき …………☎� 1705

保健センター

・健康福祉課 ………☎� 0069

・村国保診療所  ……☎� 0038

・村社会福祉協議会  …☎� 0294

金剛山ロープウェイ

・ 千 早 駅   …………☎� 0128

村営宿泊施設

・ 香 楠 荘   …………☎� 0321

富田林市消防署

千早赤阪分署  ………☎� 1755

※各施設の休館日については

　お問い合わせください。

村
か
ら
の

　
　
お
し
ら
せ

公共施設のごあんない

平
成
30
年
度
か
ら
個
人
住
民
税

の
特
別
徴
収
を
徹
底
し
ま
す

村
・
府
民
税
４
期
分
の
納
税

は
12
月
28
日
ま
で
に

福 

祉 

医 
療

医
療
費
の
助
成
制
度
に
つ
い
て

　

次
の
条
件
に
該
当
す
る
人
に
、
医
療
費
の

一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
身
体
及
び
知
的
障
が
い
者
医
療
費
助
成

対
象
条
件

　

65
歳
未
満
の
人
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
の
人

②
重
度
知
的
障
害
者

③
中
度
知
的
障
害
者
で
身
体
障
害
者
手
帳
を

　

持
っ
て
い
る
人

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

○
老
人
医
療
（
一
部
負
担
金
相
当
額
等
一
部

　

助
成
）
医
療
費
助
成

対
象
条
件

　

65
歳
以
上
の
人
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
身
体
及
び
知
的
障
が
い
者
医
療
費
助
成
対

　

象
の
人

　
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
、

　

療
育
手
帳
重
度
な
ど
）

②
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
に
該
当
す
る
難

　

病
に
か
か
っ
て
い
る
人
の
う
ち
、
国
の
難

　

病
と
し
て
の
公
費
負
担
医
療
の
対
象
と
な

　

る
疾
患
を
有
す
る
人

③
精
神
の
通
院
治
療
ま
た
は
結
核
の
治
療
を

　

受
け
て
い
る
人

④
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
対
象
の
人

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

○
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成　

対
象
条
件

①
18
歳
未
満
の
児
童
お
よ
び
18
歳
に
達
し
た

　

日
か
ら
そ
の
日
以
降
最
初
の
３
月
31
日
ま

　

で
の
間
に
あ
る
児
童

②
①
の
児
童
を
監
護
す
る
父
ま
た
は
母

③
父
母
の
い
な
い
①
の
児
童
を
養
育
す
る
養

　

育
者

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

助
成
内
容

　

健
康
保
険
証
を
使
っ
て
診
療
（
保
険
診
療

に
限
る
）
を
受
け
た
と
き
、
医
療
機
関
に
支

払
う
医
療
費
の
自
己
負
担
額
の
一
部
を
助
成
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
（
福
祉
医
療
）　

　
　

税

　

大
阪
府
と
府
内
全
43
市
町
村
は
、
平
成
30

年
度
か
ら
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
事
業
主

の
皆
さ
ん
を
特
別
徴
収
義
務
者
に
指
定
し
、

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
徹
底
し
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
を
広
く
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
府
と
府
内
市
町
村
と

12
月
は
「
税
収
確
保
重
点
月
間
」
で
す
！

　

村
で
は
、12
月
を
「
税
収
確
保
重
点
月
間
」

と
位
置
づ
け
、
文
書
、
電
話
お
よ
び
訪
問
に

よ
る
催
告
を
行
い
、
納
期
限
内
に
納
税
さ
れ

た
人
と
の
公
平
性
を
確
保
し
ま
す
。

　

税
金
は
納
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

税
金
は
納
期
限
内
に
納
税
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
村
・
府
民
税
、
固
定
資
産
税
お
よ

び
軽
自
動
車
税
の
未
納
が
あ
る
場
合
は
、
併

せ
て
納
税
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

で
オ
ー
ル
大
阪
共
同
ア
ピ
ー
ル
（http://

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）
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平
成
27
年
度
第
1
号
介
護
保
険
料
の
第
９
期
（
12
月
分
）
の
納
期
限
は
、
1
月
4
日
（
月
）
で
す
。

口
座
振
替
は  

12
月
25
日
（
金
）
で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付

大
阪
府
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

12
月
は
「
税
収
確
保
重
点
月
間
」
で
す
。

　

府
で
は
、12
月
を
「
税
収
確
保
重
点
月
間
」

と
定
め
、
府
内
の
市
町
村
と
連
携
し
、
滞
納

者
に
対
す
る
徹
底
し
た
催
告
や
財
産
の
差
し

押
さ
え
な
ど
を
行
い
、
納
期
限
内
に
納
税
さ

れ
た
人
と
の
税
の
公
平
性
を
確
保
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
南
河
内
府
税
事
務
所

　

☎
�
１
１
３
１

施設・業務名 12月27 日
（日）

28 日
（月）

29 日
（火）

30 日
（水）

31 日
（木）

1 月 1 日
（金）

２日
（土）

３日
（日）

４日
（月）

５日
（火）

６日
（水）

村役場 ○ ○ ○ ○
小吹台連絡所 ○ ○ ○ ○
教育委員会事務局 ○ ○ ○ ○
保健センター　　　 ○ ○ ○ ○
村診療所（午前）　　   注 1 ○ ○ ○ ○
千早診療所   　　       注 1 ○
村診療所（午後） 　　  注 1 ○
施設整備課 ○ 注２ ○ ○ ○
Ｂ＆Ｇ海洋センタ－ ○ ○ ○
くすのきホ－ル ○ ○ ○
くすのきホ－ル図書室 ○ ○ ○
村立郷土資料館           注 3 〇 ○
道の駅「ちはやあかさか」注 3 ○ ○
金剛山ロープウェイ ○ ○ ○ ○ ○ 注 4 注 5 ○ ○ ○
香楠荘 ○ ○ ○ ○ ○ 注 6 ○ ○ ○ ○ ○
臨時ごみ持ち込み ○ ○ ○ ○
し尿臨時くみ取り ○ ○ ○
定期ごみ収集 ○ ○ ○

注１：急患は富田林市立休日診療所（☎� 1333）を利用ください。				  
　　　診療日：年末年始（12 月 29 日～１月３日）、日曜日、祝日	 
　　　受付時間：午前９時～ 11 時 30 分、午後１時～３時 30 分（歯科は午前のみ）	  
　　　小児救急は富田林市消防署（☎� 1122）へ（午後８時～翌朝８時）		   
注２：引っ越しなどで開閉栓が必要な場合、12 月 28 日（月）までに施設整備課へ連絡してください。	  
　　　宅内の修繕業務は、村指定給水装置工事事業者へ依頼してください。				     
　　   下水道については、公共マスより、本管側（道路側）の排水設備修繕業務は施設整備課まで連絡してください。 
注３：12 月 28 日（月）から 1 月 5 日（火）まで休業します。 
注４：午前５時から早朝営業します。初日の出を金剛山でどうぞ！ピクニック広場でロープウェイ利用者にお楽しみ抽選会を開催します。	
注５：午前９時から午後５時まで、15 分間隔で運行します。				     
注６：早朝５時からピクニック広場で先着 200 人に「ふるまい酒」と、先着 1,000 人に「ぜんざい」をプレゼント！

年 

末 

年 
始 
の 
業 

務 

内 

容

あ
な
た
の
個
人
情
報
が

狙
わ
れ
て
い
ま
す

　

私
た
ち
の
個
人
情
報
が
知
ら
な
い
間
に
不

正
に
取
得
・
売
買
さ
れ
て
い
る
実
態
が
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
「
私
に
は
関
係
な
い
」「
実
害
は
な
い
の
で

は
」
と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

誰
に
で
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
不

正
に
入
手
さ
れ
た
情
報
は
、
結
婚
や
就
職
の

際
の
身
元
調
査
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
に

利
用
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
住
民
票
な
ど
の
不
正
請
求
お
よ
び

不
正
取
得
の
早
期
発
見
や
防
止
を
す
る
た

め
、
代
理
人
や
第
三
者
の
請
求
で
、
住
民
票

や
戸
籍
謄
本
な
ど
を
交
付
し
た
と
き
、
事
前

に
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
付
事
実
を
本

人
に
通
知
す
る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

事
前
登
録
で
き
る
人

　

村
に
住
民
登
録
ま
た
は
本
籍
が
あ
る
人

登
録
に
必
要
な
も
の

　

窓
口
に
来
る
人
の
本
人
確
認
書
類
（
運
転

免
許
証
、
旅
券
な
ど
）、
代
理
申
請
の
場
合

は
委
任
状
と
登
録
者
本
人
確
認
書
類

通
知
内
容

　
「
交
付
年
月
日
」「
交
付
し
た
証
明
書
の
種

別
お
よ
び
通
数
」「
交
付
請
求
者
の
種
別
（
代

理
人
か
第
三
者
か
の
別
）」
を
通
知
し
ま
す
。

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
戸
籍
）　

w
w

w
.pref.osaka.jp/zei/alacarte/

に
掲

載
）
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

特
別
徴
収
と
は
、事
業
主
（
給
与
支
払
者
）

が
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、
毎
月

従
業
員
に
支
払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民
税
を

差
し
引
き
、
従
業
員
（
納
税
義
務
者
）
に
代

わ
っ
て
、
市
町
村
に
納
入
す
る
制
度
で
す
。

　

事
業
主
は
、
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、

す
べ
て
の
従
業
員
に
つ
い
て
、
個
人
住
民
税

を
特
別
徴
収
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

事
業
主
に
と
っ
て
は
、
所
得
税
の
よ
う
に

税
額
の
計
算
や
年
末
調
整
を
す
る
手
間
が
あ

り
ま
せ
ん
。
従
業
員
に
と
っ
て
は
、
金
融
機

関
な
ど
で
納
付
す
る
手
間
が
省
け
、
納
め
忘

れ
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
財
務
部
税
務
局

　

☎
06
（
６
２
１
０
）
９
１
２
３



4

人
権
コ
ラ
ム
「
き
ず
な
」
�

「
男
女
混
合
名
簿
」
を
考
え
る
　

島　

善
信

　
（
大
阪
教
育
大
学
）

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
日
時　

12
月
18
日
（
金
）
午
後
１
時
～
４
時　

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
室

〈
問
い
合
わ
せ
〉
近
畿
税
理
士
会
富
田
林
支
部
事
務
局　

☎
�
６
２
５
０
（
月
～
金
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

　
「
悠
真
」
と
書
い
て
「
ゆ
う
ま
・
は
る
ま
・

ゆ
う
し
ん
」
な
ど
、『
結
菜
』
と
書
い
て
「
ゆ

い
な
・
ゆ
な
・
ゆ
う
な
」
な
ど
、
子
ど
も
の
名

前
の
読
み
方
が
多
様
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

最
近
の
京
都
大
学
の
研
究
に
よ
り
ま
す
と
、

我
が
子
の
名
前
の
付
け
方
に
つ
い
て
、
ど
の
漢

字
を
組
み
合
わ
せ
て
表
記
す
る
か
よ
り
も
そ
の

読
み
方
を
さ
ま
ざ
ま
に
工
夫
し
て
、
そ
の
な
か

に
個
性
を
出
そ
う
と
す
る
傾
向
が
増
え
て
き
た

と
の
こ
と
で
す
。
な
お
、
名
前
に
使
用
頻
度
の

高
い
漢
字
で
あ
る
、
人
と
し
て
の
ス
ケ
ー
ル
感

を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
「
悠
」
や
、
人
と
人
と
の

結
び
つ
き
を
連
想
さ
せ
る
「
結
」
に
は
、
他
者

と
の
絆
を
大
切
に
大
き
く
育
っ
て
ほ
し
い
と
の

親
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

さ
て
そ
の
名
前
に
つ
い
て
。ど
の
学
校
で
も
、

在
籍
す
る
児
童
生
徒
を
ま
と
め
た
学
級
名
簿
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
以
前
の
名
簿
は
男
女
別
で

作
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
男
女
を

一
緒
に
し
て
名
簿
を
作
成
し
て
い
る
学
校
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
４
月
の
入
学
式
で
は
、
新
入
生

を
学
級
ご
と
に
男
女
を
区
別
し
な
い
一
覧
表
に

し
て
、
玄
関
な
ど
に
張
り
出
す
学
校
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

学
校
の
対
応
が
変
化
し
て
き
た
背
景
に
は
、

１
９
９
９
（
平
成
11
）
年
に
、
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
が
施
行
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
法
律
に
よ
り
今
後
は
、家
庭
や
職
場
、

地
域
社
会
な
ど
に
お
い
て
、
男
女
が
社
会
の
対

等
な
構
成
員
と
し
て
、
お
互
い
に
尊
重
し
協
力

し
合
っ
て
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
「
男
女

共
同
参
画
社
会
」
を
目
指
す
と
い
う
方
向
が
示

さ
れ
た
の
で
す
。

　

以
来
学
校
に
は
、
子
ど
も
た
ち
に
こ
れ
か
ら

の
社
会
を
担
う
資
質
・
感
性
や
行
動
力
を
育
て

る
教
育
を
、
性
差
に
つ
い
て
の
お
互
い
の
理
解

を
深
め
な
が
ら
進
め
る
と
い
う
、
と
て
も
大
き

な
役
割
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
試
み

の
一
つ
が
、
男
女
混
合
名
簿
の
採
用
で
、
こ
の

10
年
余
り
で
大
き
く
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
こ
う
し
た
教
育
は
、
男
の
子
に
も
女
の
子

に
も
、
そ
の
子
ら
し
く
個
性
を
伸
ば
す
教
育
と

し
て
理
解
が
深
ま
っ
て
も
き
ま
し
た
。

　

国
会
で
は
、
衆
議
院
も
参
議
院
も
、
議
員
名

簿
は
男
女
混
合
し
て
作
成
・
公
表
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
審
議
に
お
け
る
呼
称
も
男
女
等
し
く

「
君
」
で
す
。
公
共
団
体
は
も
ち
ろ
ん
、
民
間

企
業
で
も
多
く
は
混
合
名
簿
と
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
混
合
名

簿
の
採
用
や
、
男
女
に
か
か
わ
ら
ず
ど
の
子
に

も
「
さ
ん
」
付
け
で
呼
ぶ
取
り
組
み
を
進
め
る

な
ど
、学
校
が
新
し
い
対
応
を
始
め
た
際
に
は
、

保
護
者
や
地
域
社
会
か
ら
温
か
く
見
守
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

人  　

権

　

12
月
４
日
（
金
）
か
ら
10
日
（
木
）
ま
で

の
１
週
間
を
「
第
67
回
人
権
週
間
」
と
定
め
、

全
国
で
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
啓

発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

村
で
も
、
人
権
問
題
を
身
近
な
問
題
と
し

て
受
け
止
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
人
権
週
間

の
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

○
「
人
権
を
考
え
る
村
民
の
つ
ど
い
」

日
時　

12
月
６
日
（
日
）　　
　
　
　
　
　

　
　
　

午
後
１
時
～
３
時
45
分

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル

内
容　

・
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
入
選
者
表
彰
式

　
　
　

・
映
画
「
く
ち
づ
け
」
上
映
会

定
員　

３
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

※
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
ご
参

　

加
く
だ
さ
い
。

○
人
権
啓
発
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

入
選
作
品
展
お
よ
び
人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展

期
間  
12
月
４
日
（
金
）
～
10
日
（
木
）

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

○
特
設
人
権
相
談
開
設

　

人
権
問
題
な
ど
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

人
権
擁
護
委
員
が
あ
な
た
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

第
67
回
人
権
週
間
に
お
け
る

人
権
啓
発
事
業
の
お
知
ら
せ

　

ま
た
、
当
日
都
合
の
悪
い
人
は
、
人
権
擁

護
委
員
に
直
接
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
に
つ

い
て
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　

12
月
８
日
（
火
）
午
後
２
時
～
４
時

場
所　

い
き
い
き
サ
ロ
ン
く
す
の
き

人
権
擁
護
委
員

・
田
中
鈴
代　

☎
�
７
３
８
７

・
西
浦
玲
子　

☎
�
０
３
８
２

・
清
水
初
代　

☎
�
０
３
２
８

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
人
権
）

ご
存
知
で
す
か
？

「
宅
地
建
物
取
引
業
人
権
推

進
指
導
員
制
度
」 

　

大
阪
府
で
は
、
宅
地
建
物
取
引
の
場
に
お

け
る
同
和
地
区
に
対
す
る
差
別
や
入
居
差
別

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を
な
く
し
て
い
く
た

め
、
業
界
団
体
と
連
携
し
、「
宅
地
建
物
取

引
業
人
権
推
進
指
導
員
」
の
養
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
村
で
も
こ
の
制
度
の
運
営
に

協
力
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
推
進
指
導
員
を
設
置
す
る
宅
地
建
物

取
引
業
者
は
、
従
業
員
に
対
し
、
人
権
に
関

す
る
教
育
、
啓
発
を
行
い
、
人
権
意
識
の
高

揚
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
事
務
所
に
は
、

次
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
府
住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
建
築
振
興
課
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住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基

カ
ー
ド
）
と
電
子
証
明
書
の
発

行
・
更
新
終
了
に
つ
い
て 

　

☎
06
（
６
９
４
１
）
０
３
５
１

　
（
内
線
３
０
８
３
・
３
０
８
４
）　

　

http://w
w

w
.pref.osaka.lg.jp/kenshin/

　

sido-jinken/shidoin.htm
l

犬  

・  

猫

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

保　
　

険　

成 

人 

式　

年
末
年
始
の
犬
・
猫
の
引
き

取
り
業
務
に
つ
い
て

　

年
末
年
始
の
犬
・
猫
の
引
き
取
り
業
務
に

つ
い
て
、次
の
と
お
り
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

年
末
引
き
取
り
最
終
日

　

12
月
21
日
（
月
）

年
始
引
き
取
り
開
始
日

　

平
成
28
年
１
月
４
日
（
月
）

※
引
き
取
り
申
請
前
に
必
ず
電
話
に
よ
る
事

　

前
相
談
お
よ
び
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
動
物
管
理
指
導
所

　

藤
井
寺
分
室
（
藤
井
寺
市
藤
井
寺
１
‐
８

　

‐
36
）
☎
０
７
２
（
９
３
７
）
１
１
０
１

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
施
行
に
伴
い
、
平

成
28
年
１
月
か
ら
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付

が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
住
基
カ
ー
ド

の
新
規
発
行
・
更
新
は
終
了
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
基
カ
ー
ド
に
現
在
搭
載
さ
れ
て

い
る
電
子
証
明
書
の
更
新
は
、
12
月
22
日

（
火
）
午
後
３
時
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

　

確
定
申
告
時
期
に
電
子
証
明
書
の
有
効
期

間
（
３
年
間
）
が
満
了
に
な
る
人
は
、
更
新

す
る
か
、
住
基
カ
ー
ド
を
平
成
28
年
１
月
以

降
に
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
切
り
替
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
簡
易

書
留
で
郵
送
さ
れ
た
「
通
知
カ
ー
ド
」
に
同

封
さ
れ
て
い
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請

書
で
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
ご

使
用
の
住
基
カ
ー
ド
は
個
人
番
号
カ
ー
ド
と

の
併
用
が
で
き
な
い
た
め
、
返
納
と
な
り
ま

す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
即
日
交
付
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
余
裕
を
も
っ
て
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

若
年
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
ご
注
意
を

成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん
へ

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
20
歳
以
上

40
歳
未
満
の
人
を
対
象
に「
若
年
健
康
診
査
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
積
極
的
に
利
用
し
て

健
康
管
理
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

内
容　

特
定
健
康
診
査
と
同
じ
内
容
の
健
診

　
　
　
（
眼
底
検
査
を
除
く
）

場
所　

村
国
保
診
療
所
（
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

内
）、
村
国
保
千
早
診
療
所
、
や
す

　
　
　

ら
ぎ
会　

植
田
診
療
所
（
小
吹
台
）

費
用　

３
千
円

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑
・
被
保
険
者
証

※
年
度
内
の
受
診
人
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま

　

す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
）

　

市
町
村
な
ど
の
職
員
を
名
乗
り
、
医
療
費

や
保
険
料
の
還
付
金
の
名
目
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金

自
動
預
払
機
）
に
誘
導
し
、
お
金
を
振
り
込
ま

せ
る
詐
欺
事
件
が
全
国
で
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

公
的
機
関
が
還
付
金
な
ど
の
受
け
取
り
で

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
不
審
な

電
話
・
訪
問
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に

指
示
に
従
わ
ず
、
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
や
役
場
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

万
一
、
被
害
に
あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か

に
最
寄
り
の
警
察
署
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

・
住
民
課
（
後
期
高
齢
）

・
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
06
（
４
７
９
０
）
２
０
２
８

　

新
し
く
成
人
と
な
ら
れ
る
皆
さ
ん
の
門
出

を
祝
福
す
る
成
人
式
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

　

該
当
者
に
は
、
11
月
中
旬
に
ハ
ガ
キ
で
通

知
し
て
い
ま
す
が
、
通
知
が
届
か
な
い
場
合

や
、
内
容
に
誤
り
が
あ
る
場
合
は
、
連
絡
く

だ
さ
い
。

日
程　

平
成
28
年
１
月
11
日
（
祝
）

受
付　

午
前
９
時
30
分
～

開
式　

午
前
10
時

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル

対
象　

平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年

　
　
　

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

〈
問
い
合
わ
せ
〉
教
育
課　

☎
�
１
３
０
０
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保
育
所
入
所
受
付

子　

育　

て

　地域子育て支援センターは、村内で子育てをする人たちをさまざまな取り組み
で応援する施設です。専任の保育士が常駐していますので気軽に遊びに来てくだ
さい。

 12 月の予定　（開室日時：月～金曜日（祝日は休み）　午前９時～午後３時）

日・曜日 時　　間 場　　所 内　　容

3 木 午前 10 時～ 11 時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム
（雨天中止）

8 火 ★ 午前 10 時～ 11 時

地域子育て支援センター

人形劇

9 水 ★ 午前 10 時〜 10 時 30 分 げんき親子体操

15 火 午前 10 時〜 楽器あそび

16 水 ★ 午前 10 時 30 分～ 11 時 英語あそび・発育測定

19 土 ★ 午前 10 時～正午 お餅つき大会

22 火 ★ 午前 10 時 30 分～ 11 時 凧作り

24 木 午前 10 時～ 11 時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム
（雨天中止）

今月の一押し
お餅つき大会　　子ども達も昔ながらの杵と臼を使って、お餅つきに挑戦します。皆でついたお餅は、きな粉や
　　　　　　　 砂糖しょうゆ、大根おろしにつけておいしくいただきます。げんきにお正月を迎えましょう。
のびのびげんきひろば 
　自由に遊んだり、自由におしゃべりしたりして、親子
でのびのびしましょう。 
日時　毎週月曜日（祝日などの場合は翌日の火曜日）
　　　午前 10 時～ 11 時 30 分 
場所　保健センター３階集団指導室

げんき広場（自由来園）
　自由に親子で遊びながら、お友達と交流しましょう。 
日時　毎週月～金曜日 
　　　午前９時～午後３時

園庭開放 　園庭で自由に遊びましょう。
日時　毎週金曜日　午前９時～正午

子育て育児相談
 ・電話相談（毎週月～金曜日） 午前９時～午後３時
 ・面接相談★

備考　★マークは、事前に電話予約が必要です。催しで費用の記載のないものは無料です。雨天の場合や講師な
       どの都合で活動が中止または変更となる場合があります。詳しくは、ホームページや窓口にある『地域子育　
　　  て支援センター ai ♡げんきだより』をご覧ください。

〈予約・問い合わせ〉地域子育て支援センター ai ♡げんき（げんき保育園内）☎� 7868

地域子育て支援センターの催し

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
の
保
育
所
入
所

を
希
望
す
る
人
の
申
し
込
み
を
次
の
と
お
り

受
け
付
け
し
ま
す
（
現
在
、
げ
ん
き
保
育
園

に
入
所
し
て
い
る
人
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）。

新
規
で
保
育
所
入
所
を
希
望
す
る
人
は
、
保

育
所
の
利
用
申
し
込
み
と
と
も
に
「
保
育
の

必
要
性
」の
認
定
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
用
紙
は
健
康
福
祉
課
ま
た
は
小
吹
台

連
絡
所
、
げ
ん
き
保
育
園
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

受
付
期
間

　

12
月
１
日
（
火
）
～
18
日
（
金
）

受
付
場
所

　

健
康
福
祉
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

対
象

　

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
、
生
後
２
か
月

以
上
で
満
６
歳
未
満
の
児
童

入
所
条
件

　

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
次
の
よ
う
な
状
態

に
あ
る
場
合

①
１
月
あ
た
り
48
時
間
以
上
労
働
す
る
こ
と

　

を
常
態
と
し
て
い
る
（
週
３
日
以
上
、
か

　

つ
１
日
４
時
間
以
上
）

②
妊
娠
中
で
あ
る
か
ま
た
は
出
産
後
間
が
な

　

い
（
出
産
ま
た
は
出
産
予
定
日
の
前
後
８
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寒
さ
か
ら
水
道
管
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

週
間
）

③
疾
病
に
か
か
り
、
ま
た
は
障
が
い
を
有
し

　

て
い
る

④
同
居
ま
た
は
長
期
入
院
な
ど
を
し
て
い
る

　

親
族
を
常
時
介
護
・
看
護
し
て
い
る

⑤
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災
害
の

　

復
旧
に
当
た
っ
て
い
る

⑥
求
職
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る

⑦
就
学
し
て
い
る

⑧
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る

⑨
育
児
休
業
取
得
中
に
、
既
に
保
育
施
設
な

　

ど
を
利
用
し
て
い
る
子
ど
も
が
い
て
継
続

　

利
用
が
必
要
で
あ
る

⑩
そ
の
他
、
右
記
に
類
す
る
状
態
と
し
て
村

　

が
認
め
る
事
由
に
該
当
す
る

※
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
条
件
に
該
当
す
る
人

　

で
も
、
家
庭
内
で
保
育
が
で
き
な
い
程
度

　

が
高
い
人
か
ら
承
諾
し
ま
す
の
で
、
定
員

　

に
余
裕
が
な
い
場
合
は
入
所
で
き
な
い
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。

結
果
通
知

　

保
護
者
に
平
成
28
年
３
月
上
旬
ご
ろ
に
通

知
し
ま
す
。

保
育
料

　

申
し
込
み
児
童
の
属
す
る
世
帯
の
市
町
村

民
税
額
な
ど
に
よ
り
、村
保
育
所
徴
収
金（
保

育
料
）
基
準
額
表
に
基
づ
き
算
定
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

・
健
康
福
祉
課

・
げ
ん
き
保
育
園　

☎
�
７
８
６
８

水
道
料
金
な
ど
の
お
支
払
い
を

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　

村
の
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
は
、
皆
さ

ん
か
ら
い
た
だ
く
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用

料
な
ど
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
道
料
金
な
ど
は
、
水
道
な
ど
を
利
用
す

る
す
べ
て
の
人
に
公
平
に
負
担
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
の
で
、
一
部
の
人
に
未
納
が
発

生
し
ま
す
と
、
適
正
な
料
金
収
入
が
確
保
で

き
ず
、
事
業
経
営
に
支
障
が
出
ま
す
。
水
道

料
金
な
ど
は
納
入
期
限
内
の
お
支
払
い
に
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

水
道
料
金
な
ど
に
つ
い
て
、
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
施
設
整
備
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
施
設
整
備
課 

　

冬
に
な
っ
て
気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、

給
水
管
や
蛇
口
が
凍
っ
て
水
が
出
な
く
な
っ

た
り
、破
裂
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

①
凍
結
し
や
す
い
と
こ
ろ
は

・
北
向
き
の
と
こ
ろ

・
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ

・
屋
外
に
あ
る
水
栓
器
具

②
凍
結
を
防
ぐ
に
は

　

保
護
材
な
ど
を
使
用
し
て
給
水
管
や
蛇
口

を
保
護
し
て
く
だ
さ
い
。

③
凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き

　

蛇
口
を
開
け
、
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
ま

た
は
布
を
か
ぶ
せ
、「
ぬ
る
ま
湯
」
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。
熱
湯
を
か
け
る
と
給
水
管
が

破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④
破
裂
し
た
と
き
は

　

止
水
栓
（
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
か
、

そ
の
近
く
に
あ
り
ま
す
）
を
閉
め
、
修
理
を

村
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
依
頼
を
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
施
設
整
備
課

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
利
用
期
限

「
千
早
赤
阪
村
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」

の
利
用
期
限
は
12
月
31
日
（
木
）
で
す
。

期
限
内
に
必
ず
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
ま
ち
づ
く
り
課

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル

定
員　

50
人

費
用　

１
回
４
０
０
円

受
付　

随
時　

※
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

　
　
　

を
除
く
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時

備
考　

途
中
か
ら
の
参
加
可
能
。
村
外
の
人

　
　
　

で
も
受
講
で
き
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

※
く
す
の
き
ホ
ー
ル
窓
口
で
も
直
接
申
し
込

　

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

回 講座日時 テーマ 講　　師

７ 12 月 16 日（水）
午後２時～４時 古墳時代の枕について 近つ飛鳥博物館学芸員

永山 はるか 氏

８
平成 28 年
1 月 20 日（水）
午後２時～４時

弥生の終わり、古墳の始まり
～放射性炭素年代測定

の諸問題～
村文化財担当職員

※講座日時や講演タイトルは、講師の都合上変更になる場合がありま

　す。

※講座日時に変更があった場合は、受講登録者へ事前にご連絡させて

　いただきます。

水　
　

道
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健　
　

康

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
（
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）

今
か
ら
始
め
る
！
健
康
力
up

術
」
参
加
者
募
集

期
間　

平
成
28
年
１
月
31
日
（
日
）
ま
で

場
所　

指
定
医
療
機
関

   　
　
（
千
早
赤
阪
村
・
富
田
林
市
・
河
南
町
・

　
　
　

太
子
町
・
大
阪
狭
山
市
）

※
指
定
医
療
機
関
以
外
で
の
接
種
は
全
額
自

　

己
負
担
に
な
り
ま
す
。

対
象　

①
65
歳
以
上
の
人

　
　
　

②
60
～
64
歳
で
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼

　
　
　

  

吸
器
の
障
が
い
の
あ
る
人
の
う
ち
、

　
　
　
　

接
種
を
希
望
す
る
人

費
用　

１
千
円
（
医
療
機
関
の
窓
口
で
支

         

払
っ
て
く
だ
さ
い
）

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
費
用
が
免
除
さ
れ

　

ま
す
の
で
、
事
前
に
健
康
福
祉
課
ま
で
申

　

し
出
て
く
だ
さ
い
。

備
考　

・
対
象
者
へ
の
個
別
通
知
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

・
予
約
が
必
要
か
、
な
ど
は
事
前
に
医
療
機

　

関
へ
確
認
し
、
当
日
は
住
所
、
氏
名
、
生

　

年
月
日
が
確
認
で
き
る
物
を
持
参
く
だ
さ

　

い
。

・
指
定
医
療
機
関
以
外
の
施
設
に
入
所
中
ま
た

　

は
病
院
に
入
院
中
の
人
は
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）

　

健
康
で
い
ら
れ
る
力
を
up
（
ア
ッ
プ
）
す

る
た
め
に
、
今
か
ら
始
め
ら
れ
る
運
動
や
食

事
の
秘
術
を
教
え
ま
す
。

●
健
康
力
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
術

「
あ
な
た
の
体　

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
術
」〈
運

動
実
技
〉

日
時　

12
月
17
日
（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

「
う
ち
の
ご
は
ん　

簡
単
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

術
」〈
調
理
実
習
〉

日
時　

12
月
22
日
（
火
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
1
時
ご
ろ

内
容　

・
ぶ
り
の
香
味
ソ
ー
ス
が
け

　
　
　

・
白
菜
の
和
え
も
の

　
　
　

・
根
菜
の
味
噌
汁
（
ミ
ル
ク
風
味
）

受
付　

12
月
３
日
（
木
）
ま
で

●
健
康
の
た
め
の
基
礎
力
ア
ッ
プ
術

「
基
礎
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
運
動
術
」〈
運
動

実
技
〉

日
時　

１
月
19
日
（
火
）
午
前
10
時
～
正
午

受
付　

１
月
５
日
（
火
）
ま
で

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

お
お
む
ね
40
～
65
歳
の
人

定
員　

15
人
（
初
回
の
人
優
先
）

費
用　

初
回
３
０
０
円
（
２
回
目
以
降
の
人

　
　
　

は
１
５
０
円
）

※
調
理
実
習
日
は
別
途
食
材
費
４
０
０
円
が

　

必
要
で
す
。

※
テ
ー
マ
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
参
加
決
定
者
に
は
詳
し
い
内
容
を
後
日
送

　

付
し
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

成
人
歯
科
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

健
診
実
施
期
間

　

平
成
28
年
３
月
31
日
（
木
）
ま
で

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

場
所　

村
指
定
医
療
機
関

　
　
　
（
富
田
林
歯
科
医
師
会
管
内
）

対
象　

４
月
１
日
現
在
、
40
・
50
・
60
・
70

　
　
　

歳
の
人

内
容　

問
診
・
口
腔
内
診
査
・
結
果
説
明

受
診
料　

無
料

申
込
期
間

　

平
成
28
年
３
月
18
日
（
金
）
ま
で

受
診
方
法

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
症
状
が
現
れ
に
く

く
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
肝
硬
変
や
肝
臓
が

ん
へ
と
進
行
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
検
診
を
受
け
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

検
診
実
施
期
間

　

平
成
28
年
３
月
31
日
（
木
）
ま
で

場
所　

次
の
委
託
医
療
機
関

・
村
国
保
診
療
所
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

・
村
国
保
千
早
診
療
所

・
や
す
ら
ぎ
会　

植
田
診
療
所

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

対
象　

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

　
　
　

る
人

①
平
成
27
年
度
中
に
満
40
歳
と
な
る
人

②
平
成
27
年
度
中
に
満
41
歳
以
上
で
過
去
に

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に
相
当
す
る
検
診
を

　

受
け
た
こ
と
が
な
い
人

③
平
成
27
年
度
の
特
定
健
診
な
ど
に
お
い
て

　

肝
機
能
検
査
に
異
常
が
あ
る
人

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
が

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

内
容　

・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

　
　
　

・
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

費
用　

無
料

申
込
期
間

　

平
成
28
年
３
月
18
日
（
金
）
ま
で

受
診
方
法

　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
受
診
券
な
ど

を
送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
、
委
託
医
療
機
関

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
４
月
１
日

現
在
40
歳
の
人
で
、
４
月
末
に
個
別
郵
送
し

た
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
案
内
・
受
診
券
・

問
診
票
を
お
持
ち
の
人
は
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）
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ち
は
や
あ
か
さ
か
食
育
通
信

　

か
つ
て
「
美
食
家
の
ぜ
い
た
く
病
」
と
言

わ
れ
た
痛
風
。
食
生
活
が
豊
か
に
な
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
過
剰
や
運
動
不
足
な
ど
に
よ

り
、
一
般
の
人
に
ま
で
痛
風
の
発
症
が
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

痛
風
と
は

　

多
量
の
尿
酸
が
体
内
に
溜
ま
っ
て
、
主
に

足
の
指
の
関
節
な
ど
に
結
晶
化
が
起
こ
る
病

気
で
す
。
あ
る
日
突
然
、
激
し
い
痛
み
に
襲

わ
れ
ま
す
。

尿
酸
と
は

　

食
品
中
や
体
内
の
細
胞
の
中
あ
る
「
プ
リ

ン
体
」
と
い
う
物
質
が
主
に
肝
臓
で
代
謝
さ

れ
て
生
じ
た
老
廃
物
で
す
。
一
定
量
は
体
内

に
保
た
れ
ま
す
が
、
不
要
な
分
は
腎
臓
で
ろ

過
さ
れ
排
泄
さ
れ
ま
す
。
排
泄
が
う
ま
く
い

か
な
い
と
、
血
液
中
に
尿
酸
が
あ
ふ
れ
高
尿

酸
血
症
に
な
り
ま
す
。
こ
の
状
態
を
放
置
し

て
お
く
と
、
痛
風
だ
け
で
な
く
尿
路
結
石
、

腎
障
害
、
心
疾
患
、
脳
血
管
障
害
な
ど
が
起

こ
り
ま
す
。「
プ
リ
ン
体
」
が
原
因
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
大
き
な
原
因
は
「
食
べ
過
ぎ
」

と
「
飲
み
過
ぎ
」
で
す
。
ま
ず
は
摂
取
エ
ネ

ル
ギ
ー
量
を
抑
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
抑
え
る
た
め

の
ひ
と
工
夫

①
塩
分
は
控
え
め
に
し
ま
し
ょ
う

　

濃
い
味
付
け
の
料
理
は
、
主
食
を
食
べ
過

ぎ
た
り
お
酒
を
飲
み
過
ぎ
た
り
し
ま
す
。
味

付
け
が
さ
れ
て
い
る
料
理
に
調
味
料
を
足
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
し
ょ
う
ゆ
、
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
類
は
直
接
か
け
ず
に
、
小
皿
に

入
れ
て
軽
く
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
油
を
控
え
た
調
理
方
法
に
し
ま
し
ょ
う

　

同
じ
食
品
で
も
、
調
理
法
で
摂
取
エ
ネ
ル

ギ
ー
量
は
随
分
変
わ
り
ま
す
。「
揚
げ
る
」

よ
り
も
、「
焼
く
」「
煮
る
」「
茹
で
る
」「
蒸

す
」「
生
食
」
と
い
っ
た
調
理
法
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

③
肉
類
は
脂
肪
を
減
ら
す
食
べ
方
に
し
ま

　

し
ょ
う

　

肉
類
は
部
位
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が

異
な
り
ま
す
。
一
般
に
豚
肉
で
は
、
バ
ラ
・

ロ
ー
ス
・
肩
ロ
ー
ス
・
モ
モ
・
ヒ
レ
の
順
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
低
く
な
り
ま
す
。
で
き
る

だ
け
脂
身
の
少
な
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ

う
。
鶏
肉
の
場
合
は
皮
の
部
分
に
脂
肪
が
多

い
の
で
、
取
り
除
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

食
事
で
病
気
予
防
で
き
る
ん
か
い
!?

（
健
康
福
祉
課　

  

　

管
理
栄
養
士
）

尿
酸
値
を
上
昇
さ
せ
な
い
た
め
の
ひ

と
工
夫

①
水
分
は
十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う

　

尿
酸
の
ほ
と
ん
ど
は
尿
か
ら
排
泄
さ
れ

る
の
で
、
尿
量
を
増
や
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

１
日
２
Ｌ
を
目
安
に
水
を
飲
む
と
良
い
で

し
ょ
う
。
コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
は
水
分
を
過
剰

に
排
出
し
て
し
ま
う
た
め
適
し
て
い
ま
せ
ん
。

②
野
菜
や
海
藻
類
を
積
極
的
に
と
り
ま
し
ょ

　

う　

　

尿
酸
を
多
く
排
出
す
る
う
え
で
、
酸
性
に

傾
い
て
い
る
尿
を
中
性
化
す
る
の
に
ア
ル
カ

リ
性
食
品
が
効
果
的
で
す
。
ア
ル
カ
リ
性
食

品
と
は
、
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
の
野
菜
や
ひ
じ

き
・
わ
か
め
な
ど
の
海
藻
類
、
い
も
類
、
果

物
、
大
豆
な
ど
で
す
。
か
さ
ば
る
野
菜
は
加

熱
す
る
こ
と
で
た
く
さ
ん
と
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
毎
食
と
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

③
ア
ル
コ
ー
ル
は
適
量
（
ビ
ー
ル
な
ら

　

５
０
０
ml
・
日
本
酒
な
ら
１
合
）
を
守
り

　

ま
し
ょ
う　

　

プ
リ
ン
体
の
含
有
量
に
か
か
わ
ら
ず
、
ア

ル
コ
ー
ル
自
体
に
尿
酸
を
上
昇
さ
せ
る
働
き

が
あ
り
ま
す
。
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
な
お
か
つ

食
欲
を
増
す
た
め
、
食
べ
過
ぎ
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　

食
生
活
を
見
直
し
、
工
夫
す
る
こ
と
で
、

痛
風
・
高
尿
酸
血
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

★その他、こころの健康相談、肝炎ウィルス検査、風しん抗体検査なども実施しています。
★相談や検査に関するプライバシーは守ります。
★ホームページ　http://www.pref.osaka.jp/tondabayashihoken/index.html

種　　　類 実施日 受付時間 備　　　　　　考

エイズに関する相談 月～金
（祝日除く）

9:30 ～ 12:15
13:00 ～ 17:00

予約は不要。
電話相談も可能。

飲用水・井戸水検査 毎週月曜日
（祝日の場合は翌日） 9:30 ～ 11:30 検査手数料が必要。電話で予約必要。

（予約先：藤井寺保健所 検査課 ☎ 072-952-6165）
腸 内 細 菌 検 査
寄 生 虫 卵 検 査

毎週月曜日
（祝日の場合は翌日） 9:30 ～ 11:30 検査手数料が必要。

医療機関に関する相談 月～金 
（祝日を除く）

9:00 ～ 12:15 
 13:00 ～ 17:30

例えば、「診療において充分な説明がなく不安」 
「○○科のある病院を教えて欲しい」など医療機
関に関する相談を受けています。

富田林保健所からのお知らせ ☎�２６８１
　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
受
診
券
な
ど

を
送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
、
歯
科
医
院
に
電

話
で
予
約
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）
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個別がん検診ご存じですか？
　集団検診は日程が合わないなどの理由からがん検診を受けたことがない人もいるのではないでしょうか。
　個別検診は下記の医療機関で受診できるため、ご自身のライフスタイルに応じた受診が可能です。村では一
人でも多くの人にがん検診を受診していただけるよう、大腸がん・子宮頸がん・乳がん検診を個別で受けられ
るようにしています。
　まだ、がん検診を受けていない人は、この機会にぜひ検診を受けてください。
　なお、受診にあたっては、事前に保健センターに申し込みが必要です。

大 腸 が ん 個 別 検 診

対 象 者 受診日現在 40 歳以上の人

実施医療機関 村国保診療所（保健センター内・千早診療所）・植田診療所の３か所

内 　   容 問診・便潜血検査

乳 が ん 個 別 検 診

対 象 者 受診日現在、40 歳以上の和暦で偶数年生まれの人

実施医療機関 富田林病院・いぬいクリニックの 2 か所

内 　   容 問診 ･ 視触診 ･ マンモグラフィ検査（40 歳代は 2 方向、50 歳以上は 1 方向撮影）

子宮頸がん個別検診

対 象 者 受診日現在、20 歳以上の和暦で偶数年生まれの人

実施医療機関
富田林病院・あやレディースクリニック・斉藤ウィメンズクリニック、澤井産婦

人科・たけい産婦人科・山村医院の 6 か所
内 　   容 問診・視診・内診・子宮頸部細胞診・（子宮体部細胞診は必要な人のみ実施可能）

受診料：無料●個別検診　【検診実施期間：いずれも平成 28 年 3 月 11 日（金）まで】

〈予約・申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）☎� 0069（直通）・ � 0081（代表）　

 

下  

水  

道

水
洗
化
を
し
よ
う
！

○
３
年
以
内
に
排
水
設
備
工
事
を

　

下
水
道
の
使
用
が
で
き
る
区
域
内
で
く
み

取
り
便
所
を
使
用
さ
れ
て
い
る
人
は
、
法
律

で
３
年
以
内
に
ト
イ
レ
を
水
洗
化
し
、
風
呂

や
台
所
な
ど
か
ら
出
る
雑
排
水
と
と
も
に
下

水
道
に
流
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て
い
る
人
は
速
や

か
に
排
水
設
備
工
事
の
実
施
を
お
願
い
し
ま

す
（
雨
水
は
除
く
）。

　

改
造
工
事
を
実
施
さ
れ
る
場
合
は
、
村
排

水
設
備
工
事
指
定
業
者
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
水
洗
便
所
改
造
の
無
利
子
貸
付
制
度
の
活

　

用
を

　

下
水
道
の
使
用
が
で
き
る
区
域
で
は
、
水

洗
化
の
改
造
工
事
が
行
わ
れ
、
下
水
道
の
使

用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

く
み
取
り
便
所
を
改
造
し
た
人
か
ら
は
、

悪
臭
な
ど
が
無
く
な
り
、
大
変
快
適
に
な
っ

た
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
改
造
工
事
の
と
き
の
、
皆
さ

ん
の
負
担
の
軽
減
と
水
洗
化
の
促
進
を
図
る

た
め
、
無
利
子
貸
付
制
度
を
設
け
て
い
ま
す

の
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

無
利
子
貸
付
制
度
を
利
用
さ
れ
る
人
は
、
連

帯
保
証
人（
大
阪
府
内
に
居
住
）が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
貸
し
付
け
の
対
象
と
な
る
の
は
、

下
水
道
の
使
用
区
域
に
な
っ
て
か
ら
３
年
以

内
に
改
造
工
事
を
す
る
場
合
で
す
。

○
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金
を

　

分
納
し
て
い
る
人
へ

　

対
象
者
へ
は
す
で
に
納
付
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
が
、
分
割
で
支
払
っ
て
い
て
ま
だ
完

納
し
て
い
な
い
人
は
、
平
成
27
年
度
第
２
期

分
を
12
月
１
日
（
火
）
か
ら
25
日
（
金
）
ま

で
の
間
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
施
設
整
備
課

排
水
設
備
工
事
指
定
業
者

　

排
水
設
備
の
新
設
、
改
造
工
事
は
、
必
ず

村
の
指
定
し
て
い
る
排
水
設
備
業
者
に
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

※
指
定
業
者
は
、工
事
の
依
頼
を
受
け
る
と
、

　

申
請
や
工
事
に
関
す
る
書
類
手
続
き
な
ど

　

を
す
べ
て
代
行
し
ま
す
。

※
工
事
費
は
自
己
負
担
で
す
。

※
指
定
業
者
か
ら
必
ず
見
積
書
を
も
ら
い
、

　

契
約
を
交
わ
し
て
か
ら
工
事
を
依
頼
し
て

　

く
だ
さ
い
。

業
者
名

所
在
地
・
電
話
番
号

北
野
水
道
工
業
所

富
田
林
市
別
井
３
丁

目
７
‐
38

☎
�
０
０
３
９

〈
問
い
合
わ
せ
〉
施
設
整
備
課

　

新
た
に
１
業
者
を
村
排
水
設
備
工
事
指
定

業
者
に
指
定
し
ま
し
た
（
合
計
47
業
者
）。



回 日　程 テーマ 講師 場　所

１
平成 28 年

２月９日（火）
午後２時～４時

狭山池１４００年
小山田　宏一さん

（大阪府立狭山池博物館
学芸担当）

大阪府立狭山池博物館
2 階　ホール

２
２月 16 日（火）
午後２時～４時

行基と狭山池
櫻木　潤さん

（高野山大学文学部 
密教学科助教）

ゆめニティまつばら
3 階　ゆめニティプラザ

３
２月 23 日（火）
午後２時～４時

『河内鑑名所記』
『河内志』

『河内名所図会』の
狭山池と西除川・東除川

西田　孝司さん
（文化財保存全国協議会

全国常任委員）

羽曳野市立市民会館
ホール

11

拉
致
問
題
啓
発
映
画

『
め
ぐ
み
』
上
映
会

お
お
さ
か
ふ
み
ん
ネ
ッ
ト
南
河
内
生
涯

学
習
広
域
講
座
「
南
河
内
郷
土
探
訪
」

～
狭
山
池
築
造
１
４
０
０
年
の
歴
史
～

  

南
河
内
の
９
市
町
村
で
構
成
す
る
大
阪

府
・
市
町
村
生
涯
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

南
河
内
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、「
南
河
内
郷
土
探

訪
」
～
狭
山
池
築
造
１
４
０
０
年
の
歴
史
～

を
統
一
テ
ー
マ
に
講
座
を
行
い
ま
す
（
全
３

回
）。

   

地
域
ゆ
か
り
の
大
学
教
授
、
博
物
館
長
や

専
門
家
が
講
師
と
な
っ
て
、
南
河
内
の
歴
史

に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
視
点
で
紹
介
し
ま

す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象　

全
３
回
の
講
座
に
参
加
で
き
る
人　

　
　
　
（
他
府
県
か
ら
の
参
加
も
可
）

定
員　

１
２
０
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

　
　
　

抽
選
）

費
用　

５
０
０
円
（
全
３
回
分
）

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
、
も
し
く
は
Ｅ

メ
ー
ル
に
、
住
所
、
郵
便
番
号
、
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、
電
話
番
号
と
返
信
用
宛

先
を
明
記
の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
１

通
で
２
人
ま
で
申
し
込
み
で
き
ま
す
（
２
人

申
し
込
み
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
所
、

催　
　

し

郵
便
番
号
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
）。

受
付　

12
月
11
日
（
金
）
ま
で
（
必
着
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

〒
５
８
５
‐
０
０
４
１　

千
早
赤
阪
村
大

　

字
水
分
２
６
３
番
地　

千
早
赤
阪
村
教
育

　

委
員
会
事
務
局
教
育
課
「
ふ
み
ん
ネ
ッ
ト

　

南
河
内
２
０
１
５
」
係

　

☎
�
１
３
０
０

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

syakaikyoiku-4@
vill.chihayaakasa

　

ka.lg.jp

お
は
な
し
会

日
時　

12
月
17
日
（
木
）

　
　
　

午
後
２
時
30
分
～
50
分

場
所　

こ
ご
せ
幼
稚
園
・
遊
戯
室

対
象　

幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

内
容　

お
は
な
し
会
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

　
　
　

る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
）

費
用　

無
料

〈
問
い
合
わ
せ
〉
教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

日
時　

12
月
13
日
（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
55
分　
　

場
所　

ピ
ー
ス
お
お
さ
か
（
JR
・
地
下
鉄 

　
　
　

森
ノ
宮
駅
か
ら
西
へ
約
４
０
０
ｍ
）

内
容　

政
府
の
取
り
組
み
報
告
、
映
画
「
め

　
　
　

ぐ
み
」、
ア
ニ
メ
映
画
「
め
ぐ
み
」

費
用　

無
料

※
当
日
先
着
順

主
催　

政
府
拉
致
問
題
対
策
本
部
・
大
阪
府
・

　
　
　

府
内
全
市
町
村

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
府
民
文
化
部
人
権
局

　

☎
06
（
６
２
１
０
）
９
２
８
０

◆
一
般
書

終
わ
っ
た
人　
　
　
　
　
（
内
館
牧
子
）

だ
か
ら
、
生
き
る
。　
　
　
（
つ
ん
く
）

聖
母　
　
　
　
　
　
　
（
秋
吉
理
香
子
）

消
滅　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
恩
田
陸
）

き
の
う
の
影
踏
み　
　
　
（
辻
村
美
月
）

親
を
送
る　
　
　
　
　
（
井
上
理
津
子
）

霧
（
ウ
ラ
ル
）　　
　

 　
（
桜
木
紫
乃
）

虚
栄　
　
　
　
　
　
　
　
（
久
坂
部
羊
）

我
が
家
の
ヒ
ミ
ツ　
　
　
（
奥
田
英
朗
）

う
ず
ら
大
名　
　
　
　
　
　
（
畠
中
恵
）

陰
陽
師　

鼻
の
上
人　
　
　
（
夢
枕
獏
）

怒
鳴
り
癖　
　
　
　
　
　
（
藤
田
宜
永
）

◆
児
童
書

ミ
ッ
ケ
！
お
ー
い
シ
ー
モ
ア

の
っ
て
る　

の
っ
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
す
だ
ゆ
う
こ
）

◆
休
室
の
お
知
ら
せ

　

１
月
25
日（
月
）か
ら
２
月
１
日（
月
）

ま
で
蔵
書
点
検
の
た
め
休
室
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
蔵
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

蔵
書
点
検
中
、
１
月
26
日
（
火
）
か

ら
28
日
（
木
）
ま
で
、
２
～
３
時
間
程

度
お
手
伝
い
し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し

ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

〈
問
い
合
わ
せ
〉
施
設
整
備
課
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そ
の
他
の　お

知
ら
せ

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
お
知
ら
せ

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　

12
月
１
日
（
火
）
か
ら
20
日
（
日
）
ま
で

｢

み
ん
な
で
さ
さ
え
あ
う
、
あ
っ
た
か
い
地

域
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
歳
末
た
す
け

あ
い
募
金
を
行
い
ま
す
。

　

温
か
い
募
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

社
協
の
自
主
財
源
と
な
る
、
会
費
に
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
会
費
は
、
村
の
社

会
福
祉
向
上
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

○
賛
助
会
費
（
個
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

78
万
４
１
２
７
円

共
同
募
金

社
協
会
費
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　

赤
い
羽
根
で
親
し
ま
れ
て
い
る
共
同
募
金

に
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

募
金
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

戸
別
募
金　
　
　
　
　
　

73
万
２
２
９
６
円

学
校
募
金　
　
　
　
　
　

２
万
１
１
０
４
円

バ
ッ
ジ　
　
　
　
　
　
　

４
万
７
６
０
０
円

募
金
箱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
０
１
円

献　

血

　

愛
の
献
血
（
11
月
16
日
）
に
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

受
付
数　
　

51
人

　

今
後
と
も
地
域
献
血
に
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

生
き
が
い
づ
く
り
事
業

「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
開
催

　

趣
味
を
通
じ
て
楽
し
み
な
が
ら
受
講
で
き

る
生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
「
パ
ソ

コ
ン
教
室
」
を
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
間
、

月
２
回
、
全
５
回
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成
28
年
１
月
22
日
（
金
）
～
３
月

　
　
　

25
日
（
金
）、
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　

い
き
い
き
サ
ロ
ン　

く
す
の
き

対
象　

村
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

内
容　

簡
単
な
文
書
作
成
・
デ
ジ
カ
メ
取
り

　
　
　

込
み
、
編
集
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体

　
　
　

験
・
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
作
成
な
ど　

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
き
ん
き
う
ぇ
ぶ

定
員　

10
人
（
先
着
順
・
全
５
回
受
講
可
能

　
　
　

な
人
に
限
る
）

費
用　

教
材
費
な
ど
実
費

受
付　

平
成
28
年
１
月
５
日
（
火
）
～
14
日

　
　
　
（
木
）（
電
話
申
し
込
み
可
）

※
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
は
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協

　

議
会　

☎
�
０
２
９
４

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
イ
ベ
ン
ト
情
報

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

写
真
展
「
氷
下
で
つ
な
が
る
命
た
ち
」

　

原
田
義
則
氏
に
よ
る
写
真
展
を
開
催
し
ま

す
。
氷
の
下
の
植
物
た
ち
に
向
け
る
温
か
い

ま
な
ざ
し
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
23
日
（
祝
）
ま
で
の
期
間
中
の

　
　
　

金
、
土
、
日
、
祝
日

　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
５
時

場
所　

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
２
階

　
　
　
（
東
阪
１
２
３
８
‐
５
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ　

☎
�
０
０
９
０

　

http://w
w

w
.sinrin.org/foresta/

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
基

礎
調
査
結
果
が
縦
覧
で
き
ま
す

　

大
阪
府
で
は
、
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ

き
、
被
害
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
土
地
の

地
形
や
地
質
、
土
地
利
用
状
況
な
ど
を
調
査

し
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
を
指
定
し
て

い
ま
す
。

　

調
査
を
完
了
し
た
箇
所
は
、
今
後
、
区
域

指
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
区
域
指
定
予

定
範
囲
を
示
し
た
図
書
を
、
次
の
場
所
で
縦

覧
で
き
ま
す
。

縦
覧
場
所

・
大
阪
府
富
田
林
土
木
事
務
所
建
設
課

・
施
設
整
備
課

・
大
阪
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（「
大
阪
府　

土
砂
災
害
防
止
法
」
と
入
力
し

て
検
索
し
て
く
だ
さ
い
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
富
田
林
土
木
事
務

　

所
建
設
課
河
川
砂
防
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
３
１

日
時　

12
月
23
日
（
祝
）
～
25
日
（
金
）

　
　
　

午
後
５
時
～
８
時

場
所　

千
早
地
区
水
車
小
屋

〈
問
い
合
わ
せ
〉
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用

　

す
る
会
・
千
早
赤
阪　

事
務
局
（
松
岡
）

　

☎
�
１
８
４
１　
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　10 月６・13 日に千早小吹台小学校５年生、同月８・15 日に赤阪小学校５年生が自然環境とエネルギー
について、環境学習を行いました。
　子ども達の知識は豊富で、燃料電池についての質問も出て、講師を驚かせました。　

環境学習を行いました

大規模災害の物資供給では

官民の協力が不可欠
　11 月 5 日、千早赤阪村はＮＰＯコメリ災害対
策センターと災害時における物資供給に関する協
定書を締結しました。
　災害発生時には、自治体からの要請に基づき、
必要な時に、必要な物資を必要な量、迅速にかつ
優先的に物資調達のサポートをしていただきま
す。

〈問い合わせ〉総務課

第３３回秋季テニス大会
　10 月 17 日、村立テニスコートで秋季テニス大
会団体戦が４チームの参加により行われました。

優　勝　　　
山口、野口、磯谷
準優勝　　　
中野、時任、尾崎
第３位

安達、大迫（健）、大迫（薫）、長谷川

▲千早小吹台小学校 ▲水門の開閉を体験（赤阪小学校）
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　10 月 24・25 日、くすのきホールにて、ふれあい展・コンサートが盛大に行われました。
　展示には、21 団体・個人 14 人の作品が展示され、コンサートには 13 団体の出演がありました。
　また、押し花・レザークラフトなどの体験コーナーや給食メニュー「りんごきんとん」の試食もあり、
大勢の来場者で賑わいました。

ふれあい展・コンサートが行われました

第２回 村民スポーツフェスティバル
　10 月 11 日、第２回村民スポーツフェスティバルが村民運動場で行われました。
　午前はグラウンドゴルフの地区対抗、個人対抗競技、午後は玉入れ競技がチーム対抗で行われ、白
熱した試合が繰り広げられました。各結果は次のとおりです。

【グラウンドゴルフ地区対抗の部】

優　勝　水分Ｂ　チーム
準優勝　水分Ａ　チーム
第３位　千早Ｂ　チーム

【玉入れ競技チーム対抗の部】

優　勝　ソフトボール連盟　チーム
準優勝　水分　チーム
第３位　千早　チーム

【グラウンドゴルフ個人対抗の部】

優　勝　西浦　光輝　（吉年地区）
準優勝　井ノ本好晴　（千早地区）
第３位　菊井　幸彦　（森屋地区）
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森屋 ひらやま　たいがくん
　　　（平山　大雅）
平成２５年２月２５日生まれ　

♡可愛い子どもたち♡
笑顔の絶えないステキな家族にしようね
　　　　　　　　　　　父・祐輝さん　母・春香さん

青
春
じ
ゅ
ず
つ
な
ぎ
289

・ 近況は・・・
　帝塚山大学で建築やインテリアの勉強をし
ています。
・ 趣味は・・・
　友人とショッピングしたり、旅行に行った
り、建築物を見に行ったりすることです。
・ 夢は・・・
　建築関係の勉強をしているので、自分が設
計したりデザインしたものを建てることです。
・ 最近、楽しいと思ったことは・・・
　大学の友人と神戸北野異人館街に行ったこ
とです。
・思い出のアルバムから・・・

小吹 成山　沙也夏さん

Nariyama　 　 Sayaka

　　　＜２０歳　しし座＞

・ 千早赤阪村について・・・
　自然がいっぱいあり、そして星がきれ
いに見えるところが好きです。
　楽しくショッピングができるような施
設がほしいです。
・ 次号は・・・
　小学校の同級生の矢倉宏樹くんです。
・ 矢倉くんへメッセージを・・・
　長い間会ってないですが、元気ですか？
　成人式で会うのを楽しみにしています。

　10 月 25 日、「平成 27 年度　千早赤阪村ふれあい展・
コンサート」会場で、児童虐待問題について理解を深
め主体的な関わりを持てるように意識啓発を図ろう
と、児童虐待防止推進月間街頭キャンペーンを行いま
した。リーフレットや啓発物品を配布し、児童虐待発
見時の連絡先や児童虐待の防止を呼びかけました。

児童虐待防止推進月間
街頭キャンペーン

　私が５歳、妹が２歳のとき、
金剛山に登ってソリで遊んだり
した時の写真です。

ひらやま　かりんちゃん
　　　（平山　華梨）
平成２７年３月１９日生まれ



ご み 収 集

し 尿 収 集

ごみは、午前７時までに必ず出しましょう。

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙

2015.12N
o.503

人 の 動 き

就　　労
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時〜午後５時 30 分
まちづくり課

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時〜午後５時
住民課　☎� 0081

（※河南町・太子町役場でも相談可）

河南町住民生活課☎�２５００
太子町住民人権グループ☎�５５１５
いずれも予約不要。電話相談可。

時間　午後１時〜３時
場所　保健センター１階（相談室）

相 　 　 談
心配ごと 12 月 3 日（木）・1 月 7 日（木）

児　 童 12 月 3 日（木）・1 月 7 日（木）

行 政 12 月 3 日（木）・1 月 7 日（木）

各地区ミゼット車 12 月 17 日（木）予定

森屋、水分、川野邉、二河原邉、
桐山、小吹、吉年 12 月 29 日（火）予定

千早、東阪、中津原 12 月 30 日（水）予定

も え る ご み
（火・金曜日）

12 月1 日（火）・
 4 日（金）・8 日（火）
11 日（金）・15 日（火）
18 日（金）・22 日（火）
25 日（金）・29 日（火）
 1 月 5 日（火）

粗 大 ご み
（第１水曜日）

12 月 2 日（水）
  1 月 6 日（水）

プラスチック製容器包装
（第２・４木曜日）

12 月 10 日（木）
 24 日（木） 

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日） 12 月 17 日（木）

空 カ ン・ 空 ビ ン
（第４水曜日） 12 月 23 日（水）

　　総人口　5,638 人（− 1）
 　　  男      2,687 人（− 2）
　　   女   　2,951 人（＋ 1）
　　世帯数　2,350 戸（＋ 5）
 10 月末日現在、（　）は対前月比

名　　　　　　称 連絡先・時間など

休 日 診 療

内科・歯科 
（歯科は午前のみ）

休日診療所　☎� 1333
富田林市向陽台１─ ３ ─ 38
午前９時〜 11 時 30 分 / 午後１時〜３時 30 分

小 児 科
富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１─ ３ ─ 36
午前９時〜 11 時 30 分 / 午後１時〜３時 30 分

小 児 夜 間 救 急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉓ 9919
午後８時〜翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救 急 安 心 セ ン タ ー お お さ か ＃ 7119 または☎ 06（6582）7119
24 時間対応（１年中）

大 阪 府 小 児 救 急 電 話 相 談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃ 8000 または☎ 06（6765）3650
午後８時〜翌朝８時（１年中）

大 阪 府 救 急 医 療 情 報 セ ン タ ー
（各科医療機関の診療状況照会）

☎ 06（6693）1199
24 時間対応（１年中）

「 こ ど も の 救 急 」 ホ ー ム ペ ー ジ
（受診するかどうかの判断の参考に） http://kodomo-qq.jp/

・村国保診療所　水分 195-1（保健センター内）☎� 0038
　午前診　（月）～（金）午前９時～正午
　午後診　（火・金）　午後４時 30 分～６時 30 分
・村国保千早診療所　 千早 184-1　☎� 0240
　午後診   （火・金）　午後２時～４時

健康診査&相談など

休日・夜間の医療機関など

発
行

／
千

早
赤

阪
村

役
場

（
〒

585
−

8501
大

阪
府

南
河

内
郡

千
早

赤
阪

村
大

字
水

分
180

番
地

）
編

集
／

総
務

課
　
☎

0721 -72-0081
 
b

0721-72-1880 　
　

　
　

　
　

      
 ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.vill.chihayaakasaka.osaka.jp/

 E
-m

ail iken@
vill.chihayaakasaka.lg.jp

種　類 月　日 受　付 対　象

広
場

のびのびげんきひろば 
（ａｉげんきの出張ひろば）

12月7日・14日・
21 日・28 日

（月）
午前 10 時
　　  〜 11 時 30 分

就学前の乳幼児と
　保護者

なかよし広場
（親と子の交流会）

12 月 16 日（水）

午前 10 時
　　  〜 11 時 30 分

0 歳～幼稚園
入園前の乳幼児と

保護者　

あかちゃん広場
（交流会・相談）

午前 10 時
　　  〜 11 時 30 分

0 ～ 1 歳ごろまでの 
 乳幼児と保護者　

離乳食講習会
（あかちゃん広場に併設）

午前 10 時 30 分
　　  〜 11 時 45 分

1 歳ごろまでの乳幼児
の家族　

相
談

無料弁護士相談・ 
保健師こころの相談 12 月 11 日（金）

午後 2 時～
（要予約、１人 30 分程度）

（初回の人優先）
（プライバシーは守ります）

借金・家庭・労働問題
など法律相談を

希望する人 
（同日に身体やこころの

相談も行います）

保健師による健康
相談（電話・来庁）12 月 15 日（火） 午前 10 時〜正午

（来庁の場合要予約）
健康・育児・介護な
ど相談を希望する人

個別健康栄養相談 12 月 18 日（金） 午前 10 時～
（要予約）

食事療法が必要な人、
健康のため食生活を 

改善したい人

　※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

☎︎
�
０
０
６
９

保
健
セ
ン
タ
ー

村国保診療所の診療時間について


